








扉をあけた状態

Ａ部

Ａ部拡大

タテに完全に９０°
ハンドルはゆっくりと

この操作を忘れると、
水がスプリンクラー配管（建物内配管）に流れます。

常時ヨコ

自主定期点検のススメ
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一般住宅では消防への設置届けや点検報告義務はありませんが、１年に１回（推奨は半年に１回）自主定期点検

を行っていただくことをオススメします。なお点検をするときコントロールユニットより警報音が鳴りますので

ご家族などに予めお知らせください。

２、コントロールユニット操作

①　模擬火災信号を発報します。

　　警報音が鳴ります。

Ｂ部

Ｂ部拡大（パネルカバーを開いた状態）

ボタンを３秒長押し
（ピッと音がします）

が点灯中 ( 青 )
（通常の待機状態）

が点灯 ( 赤 )
（警報音が鳴ります）

♪ピロリローン×５
スプリンクラーが作動致しました

ボタンで警報音のみ停止します
（ミュート機能）

（黄）が点灯したときは異常ですので速やかに施工店へ連絡してください

１、電動弁ユニット操作

①　電動弁ユニットの手動三方弁ハンドルを完全にタテにしてください

ハンドルの向きをかえることで、ドレン配管方向から水が出来ようにします

火災信号を出して当システムを動かします

この配管から水が出ます
ドレン管

３、電動弁ユニットで確認

①　電動弁ユニットのドレン配管側から水が出ている

　　ことを確認します。

　　配管により水が出ていることが分かりにくい場合、

　　流水音にて確認します。

水が出ていればシステムは正常です

水が出ていることを確認します

（次へ続きます）



ヨコに完全に戻す
ハンドルはゆっくりと

①　電動弁ユニットの手動三方弁ハンドルをヨコに戻します

常時ヨコ
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４、コントロールユニットでの操作

①　復帰操作をしてください

が点灯 (赤 )

が点灯 ( 青 )

は消灯ボタンを３秒長押し
（ピッと音がします）

もし「１、電動弁ユニットの操作」のハンドルをタテにすることを忘れて、水をスプリンクラー配管側（建物内配管）に流
してしまった場合、「誤作動時の復帰手順と水抜き手順」をご確認ください。

通常状態へ復帰させ、水が出るのを止めます

５、電動弁ユニットでの操作 通常状態へ戻します

以上で、定期点検は終わりです。お疲れ様でした。
今日の記録を定期点検記録表 (８ページ ) にお控えいただくと便利です。

通常の待機状態

(通常の状態 )

よくある質問
１、もし、住宅用火災報知器が誤作動した場合、水は出るの？
　　いいえ。住宅用火災報知器と連動したスプリンクラーシステムですので火災と思い動作しますので配管内に水は待機しますが、
　　スプリンクラーヘッドが７２℃の火災を感知して放水しますので、水が出ることはありません。
２、では、配管に入った水はどうするの？
　　電動弁ユニットの手動三方弁のハンドルを傾けることで、主管の水を自動的に抜くことができます。（７ページ参照）
３、火災時にコントロールユニットに影響があったらどうなるの？
　　火災による停電（電源停止）、機器損傷、信号線の断線が考えられますが、一旦電動弁ユニットが開放するとその後はロックが
　　かかりますので、電動弁ユニットがとまることはありません。
４、  住宅用火災警報器の交換は必要なの？
　　使用する住宅用火災警報器によって異なります。正しい性能を維持するために 10 年ごとに電池または機械の取り換えが必要な
　　ものがあります。詳しくは住宅用火災警報器の品番をご確認の上、住宅用火災警報器のメーカーにご確認ください。

扉をあけた状態

Ａ部

Ａ部拡大





本保証書は、正しく施工されているＳＰ－ＤＲＹシステム（水道直結型住宅用スプリンクラー）において使用するＳＰ－
ＤＲＹユニット（機器）を対象に保証するもので、保証期間内に使用する製品に異常が見られた場合は無償修理をさせて
いただきます。（ＳＰ－ＤＲＹシステムの性能を保証または証明するものではありません）
本保証は、日本国内でのみ有効です。This warranty is valid only in Japan.
有効期限が過ぎたときは、有料にて修理させていただきます。

保証書

8

「保証免責事項」保障期間中でも次の場合は有料修理になります。
１ 使用上の故意、過失または不当な修理や改造による故障及び損傷
２ 凍結、結露などによる故障及び損傷
３ 水道水以外を使用した場合または水道水内の汚れ・錆などつまりによる故障及び損傷
４ 使用開始後の取付場所の移設、増設、物理的な衝撃などによる故障及び損傷
５ 当社の指定または推奨するスプリンクラーヘッド、継手、配管など以外の製品を組み合わせ使用した場合
６ 消防法令点検を義務付けたれた施設、建物であって適正に点検、消防機関への報告がされていない場合
７ 火災、地震、水害、落雷、その他天変地変および公害、塩害、ガス害（硫化ガスなど）による故障及び損傷
８ 離島または離島に準じる遠隔地への出張修理を行う場合の出張に要する実費

お客様へ
・  この保証書をお受取りになる時に保証期間、施工店名（連絡先）が記入してあることを確認してください。
・  本保証書は再発行いたしませんので紛失されないように大切に保管してください。
・  この保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありません。
・  保証に関するご不明な点は、施工店または上記製造者にお問い合わせください。

製品名 ＳＰ－ＤＲＹユニット（SPD-120） 
保証期間

（※） 
   年   月   日 ～ １年間 

施工店 

（連絡先） 
 

製造者
 

 

 防災事業部 

〒455 -0027 名古屋市港区船見町２９番１ 

TEL 052 -618 -3800  FAX 052 -618 -3801  

 

 

 

 ※保障期間は消防検査がある施設・建物は消防検査済証発行日、それ以外はお引渡し日が開始日となります。

定期点検記録表
年月日 状態 メモ 年月日 状態 メモ

正常  ・  異常 正常  ・  異常

正常  ・  異常 正常  ・  異常

正常  ・  異常 正常  ・  異常

正常  ・  異常 正常  ・  異常

正常  ・  異常 正常  ・  異常

正常  ・  異常 正常  ・  異常

正常  ・  異常 正常  ・  異常

正常  ・  異常 正常  ・  異常

正常  ・  異常 正常  ・  異常

正常  ・  異常 正常  ・  異常

正常  ・  異常 正常  ・  異常

正常  ・  異常 正常  ・  異常

正常  ・  異常 正常  ・  異常


